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デ タル を 用した における への 教育について 

-岡崎市 A での取り組み例- 

岡崎 子大学  

 

要 旨 

本研究は、 において、デ タルデ を活用した 教育を行うことにより、

少 より 的に に れ し ことで 果が れるかを調査、考 することで、

における 学 について提 することを目的としている。調査の結果、子 もは、

をかけ、 に「 が き」「 に自 をもつ」ようになったこと、 子で一 に

たり、より く外で ッ する 会を たりすると、より 果が高まること が

明らかとなった。今 の課題として、 い事に行か たくても行か ることのできない

況にある に を り、 活動を行っていない 保育 な に を ることで、

より 会的 義のある調査を行いたいと考える。 

 

１．はじめに 

2020年度より、小学 における外国 活動が 3年 から、外国 が 5年 から まっ

た。しかし、2017 年度に国 教育 研究 が発 した「小学 教育に する調査

研究( 成 27 28 年度)」では、学年が進 につれ、 に 定的な を っている

が 加しており、6 年 では、26.8%が「 ちらかといえばきらい」「きらい」と し

ている(国 教育 研究 , 2017)1)。一般 人 ィン ター が 2021年に小

学 3年 から 6年 405 に行った調査では、学年を わ 、 3 が を いと

していたと ている( ィン ター , 2021)2)。子 もが を いになった

理 は、 であると するが、 は他の教 と した際に、 用 が う が

特 であることから、 を け れ いと じる子 もの り について、 りの大人

たちが になる きであると考える。 

活動は、学 により、1 年 から定 的に外国 活動に取り組 でいる学 もある。

教育が 年齢化してきたことから、 から い事として に れている子 もも

加しており、 会 ー ング ク ー(2021)3)によると、 ー・ラー

ング研究 が子 もを つ 20 から 50 の 254 人を に、2020 年 12 に調査を

実施したとこ 、保 で話題になった子 もの い事は、 ・ 会話 クール

(111)、 グラ ング教 (109)、学 (70)、 ポー (69)という となったこと

を している。 保育 において 活動を行っている も 加しており、愛知

の の 保育 では、 に 2 ALTが し、 から 3 まで を って

活をする取り組みが行われている( 日 , 2021)4)。よって、 からの 教育

への が年 高まっていることが できる。 

における に するデ タルデ の 用について、2017 年の ッ の

調査によると、2017年 で の の 9 が、育 に ー フォンを 用し、そ

、2023.3.6、 、17  

4） カワ SDGs きがいも経済成 も 子 が 支 、 日 、

2023.3.12、 、21  

5） カワ SDGs と をす ての人に さ 、 日 、2023.3.19、

、11  

6）自 SDGs 進評価調査 会「 2 年 SDGs に する 国 ン ー 調査結果」

https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/pdf/sdgs_enquete_chousa_r02_kekka.pdf 
 （2023.3.11 ク ） 
7） 、大 、 崎 子、 本 「保育 成課 における ル ー

に する 上のための グラムに する研究」愛知学 大学 要、55（1）、2022

年、51 61  
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のうちの 2 が ー フォンに と 日 していること ー フォン けでは

なく、 デ 、DVD、タブ ッ 、 ンな も 用されているという がなさ

れている( ッ , 2017)5)。 用用 としては、 を るが 84.4%、動 を るが

76.2%で、 用 会では、 が 事で をはな ないときが (64.0%)、 デ ・

DVD(35.8%)、タブ ッ (23.9%)と に高くなっている。特にタブ ッ におい

ては、2013 年の 16.8%から 2017 年の 23.9 と 用 も前 の調査に 高くなっている

( ッ , 2017)6)。 組 ンター ッ 動 ・ を ることについての

ッ ・デ ッ について「 りを しめる、知 が かになる」が ッ の 1

位、「目 に い、 になりす る、 の 用が く」がデ ッ の

1位となっている( ッ , 2017)7)。 

よって、 における育 の で、 にデ タルデ は 用されているものとし、

デ タルデ の い として、「 学 」を提 ・実施することにより、子 もの

小学 3年 からの外国 学 への に つのではないかと考えた。 

本研究においては、 の年 に し、 において 、DVD ー ー、

ー フォン、iPad な のデ タル を用い、 して に れしたし ことによ

り、 果が れるかを調査、考 することで、 のデ タルデ を 用した

における 学 について提 することを目的としている。 

 

２．先行研究 

（１） 教育への保 の について 

 小学 3年 からの外国 活動が まったことを け、 教育が 年齢化しており、

から い事として を めている子 もが えている。 

別 と (2018)8)は、2016年に 4 6 をもつ 260 に し、 い事に する

調査行ったとこ 、 の 66.6 (174 )が い事をしており、その でも 会話な

の 学教 に通っていると した の は、 ッカーと 、上位 4位(17 )とな

ったと ている。 ー・ラー ング研究 が子 もをもつ 20 から 50 の 170人

を に、2021 年 に実施した調査を行った結果、保 で話題になった子 もの

い事は、 ・ 会話 クール(70)、 グラ ング教 (68)、学 (46)、 ポー

(43)という となり、2022年に子 もにさ たい い事については、 ・ 会話 ク

ール(100)、 グラ ング教 (82)、 ポー (48)となったと、教育 (2022)9)

は している。 

会話教 に通わ ている理 について、 学 （0 6 ）を 会話教 に通わ

ている 100 人を に、 会 ッ (2022)10)が ン ー 調査を実施し

たとこ 、100 24 人が「 に つから」、23 人が「 く に れさ たい」、13

人が「 環 を与えたい」としている。 度については、 1 下が 77 人で最も

く、子 もに 力がついたと実 するか、については、51 人がそう う、31 人が ち

らとも えない、5 人がそう わない、5 人が く わないという結果であったと し

ている。一方、 でいることについては、「 ち が大 」が 22人と最も か

った。しかし、「 いうちに 会話に通わ てよかったと いますか 」について、「 く

う」が 19人、「そう う」が 65人であった。また、「子 もが小学 になってからも

会話を けさ たいですか」については、「 く う」が 43人、「そう う」が 42人であ

った。 
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 が に つという理 な で、年 い事として、 を わ たいと う

実際に わ ている が えている一方で、 い事の みとして「 ち が大

」という みを えている。 でデ タルデ を 用して 学 をすることで、

な の みが されることも することができると考える。 

 

（２）小学 の いについて 

 2021年に ィン ター が行った、 に する 調査によると、405人の小

学 (3年 100人、4年 105人、5年 100人、6年 100人)のうち、 7 の子 もが「

き」と している一方で、3 の子 もが「 い」と をしている( ィン タ

ー , 2021)11)。 学 が2004年に 小学 の4年 と6年 10,002人に行った

「小学 の 教育に する 調査」によると、「 活動が い」の理 として、

を ことがうまくできないから(50.4%)、 的な学 の では、 活動 外の

学 の方が き から(41.9%)、 と を って りとりをすることがうまくできな

いから(39.7%)、外国人の先 学 な 外国の人と話すことがうまくできないから

(37.5%)、 の を ったり、 の ームをしたりすることがうまくできないから

(35.1%)と されている( 学 , 2004)12)。 

 小学 の外国 活動で う は、一 一 で できるものではなく「 れ し 」

ことを通して、少し つ していくことができるものである。 小学 学 指 要 (

成29年度 示) 説の外国 活動・外国 (2017)13)には、127か 「 れ し 」に

した 現が されている。よって、「 れ し 」ことを通して、 を するこ

とが必要となると考える。 

 

（ ）ICTを 用した教育について 

ICTを 用した教育が 年進 でおり、 にタブ ッ を 用した 業も 学 に

おいて実際に行われるようになった。 学 、高 のみなら 、小学 においても学 で

与されたタブ ッ を に ち り、 業のために 用していた小学 も く

られるようになった。 に特化したICTの り方も ンからタブ ッ 用型に

わりつつあると される。 

小学 における 教育において、 (2018)14)は、タブ ッ PCと を

活用することにより、小学 教育を し、小学 にとって 実した 指 となる

ことを示 している。また、小学 が を する場 、ま 味を つ内 でなけれ

ばなら 、 日少し つ して ィブの を き、 いたいと う に れ

ることが 要であると ている。小学 教育のみなら 、 教育においてもタブ ッ

の を用いた研究も行われており、大 ・ (2014, p.13)15)は、 のデ

タル の 用実 とそのことについて、114 の保 に 調査を実施したとこ 、

が日 的にデ タル を 用していること 、保 の が け を

ン ードして に ば ていること、 ー フォンよりもタブ ッ 型 の方が

一人で でいることが かったことを している。 

一方で、 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・佐藤 (2014)16)は、 国1000 を

に、 におけるタブ ッ 型 を活用した保育での取り組み内 について

調査を行ったとこ 、取り組みに する は く、活用の ー が きにくいと考

えていることを明らかにしたが、一方で、カ ラ を活用した取り組みへの
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のうちの 2 が ー フォンに と 日 していること ー フォン けでは

なく、 デ 、DVD、タブ ッ 、 ンな も 用されているという がなさ

れている( ッ , 2017)5)。 用用 としては、 を るが 84.4%、動 を るが

76.2%で、 用 会では、 が 事で をはな ないときが (64.0%)、 デ ・

DVD(35.8%)、タブ ッ (23.9%)と に高くなっている。特にタブ ッ におい

ては、2013 年の 16.8%から 2017 年の 23.9 と 用 も前 の調査に 高くなっている

( ッ , 2017)6)。 組 ンター ッ 動 ・ を ることについての

ッ ・デ ッ について「 りを しめる、知 が かになる」が ッ の 1

位、「目 に い、 になりす る、 の 用が く」がデ ッ の
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の 学教 に通っていると した の は、 ッカーと 、上位 4位(17 )とな

ったと ている。 ー・ラー ング研究 が子 もをもつ 20 から 50 の 170人

を に、2021 年 に実施した調査を行った結果、保 で話題になった子 もの

い事は、 ・ 会話 クール(70)、 グラ ング教 (68)、学 (46)、 ポー

(43)という となり、2022年に子 もにさ たい い事については、 ・ 会話 ク

ール(100)、 グラ ング教 (82)、 ポー (48)となったと、教育 (2022)9)

は している。 

会話教 に通わ ている理 について、 学 （0 6 ）を 会話教 に通わ

ている 100 人を に、 会 ッ (2022)10)が ン ー 調査を実施し
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は 的高い が られたと している。この については、 ・ ・佐藤・

・ ・ ・ ・ (2017)17)は、保育現場での け 活用につながる

ような保育 の の評価 について したとこ 、 実 活と した力の 、

性があり 行 できる の 進、 一人ではなく大人 と しめる共同・

同性、 上 を評価 と定めたことを している。 

教育現場におけるICT を用いた ー は高まっていないが、保 への ー

は 的あることが されることから、 における 教育を、タブ ッ を

用い行う方 が い事に わる方 として考えられる。 

・知 (2015)18)は、 の世界では に国 がなく、 は最も く われて

いる であるので、 で作られているものであれば、す て教材となる可能性を め

ていると っても ではないこと タブ ッ の と ・ と を組み わ る

ことができるという特徴により、 では しかった と の結 つきの 化の 進

が まれる か、学 が、 するまで個別に り して、 を に確かめるこ

とができ、 が 味の理 を支 する、という 成が共通して られると説明している。 

藤(2017)19)は、 える 学力を に付けるためには、 況のなかの 味を理 するこ

とが大 で、 を 用することが であり、特に「一定の 況を目で ながら、

化する を で き、同 に発 を口で行う」ことができるものを用いることが められ

ると ている。 

よって、 の 況 教育方針に った、デ タルデ の 用により、 教育

を において行うことで、小学 における 活動が まる前に、 に れたことが

あるという自 に がるのではないかと考えた。 

 

．研究の目的 

 本研究は、 において、 、DVD ー ー、 ー フォン、iPad、

ンな を活用した 教育を行うことにより、 少 より 的に に れ し こと

で 果が れるかを調査、考 することで、 における 学 について提 すること

を目的としている。 

 

． と方  

（１）調査 について 

研究 は、岡崎市にある A に する 5 をもつ 21人であった。A

は、 の 業の で、 ィブ・ ング ッ ・ ーカーによる 活動の

がクラ 、 に 1 つ確保されており、 に通う が 1 に 1度は の

ィブ ーカーによる 業に れる 会をもっている。また、年 を とした、同

ィブによる課外 業が、 に 2 活動の が確保されており、 すれば

加ができることとなっている。 

研究 は、5 で上 した課外活動 その他 教 な に通っていない 9

人と、課外活動 その他 教 な に通っている 12人であった。 

  

（２）研究方 について 

A に通う年 の保 を とし、調査 力に かる同 を た。調査の目的

調査方 、調査を行うにあたって、子 もへの 教育方 についての説明について
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で行い、必要に じて での説明を行った。事前の 調査を 1 、経 とし

て 3 、最 の 調査を 1 、 5 調査を行った。1 目は、4 から 5

にかけて、2 目は、6 から 7 にかけて、3 目は、8 から 9

にかけて、4 目は 10 から 11 にかけて、5 目は 12 から 1 にかけ

て、 調査を行った。 

の内 は、 にある ICT を 用し、 日 30 分 上 に れ し をも

つこと ICT は、 、DVD ー ー、 ー フォン、iPad、 ン、CD

ー ーな は わないが、できれば と共に を ることができるものを

した。 

 

（ ） 目について 

1 目の 調査 目は、(1)子 もに 、DVD、iPad な のタブ ッ 、

ー フォン を って動 な を ているか(2 ) (2) 用 度 ( の から一

つ ) (3)一 当たりの 用 ( ) (4)一日当たりの 用 ( ) (5)子

もの 学 への (4 ) (6)今までに、 、DVD、iPad な のタブ ッ

、 ー フォン を って、 に する動 を たことがあるか(2 )  (7)

の動 を る際の 用 ( 可) (8) の動 を る際の ン ン (

可)  (9)子 もの に する 味( 可) (10) に する行動(

可) (11) の い事の について( ) (12)保 がこの に すること

(自 )。 

2 目、3 目、4 目の 調査 目は、 (1) の い事の について( )、

(2)子 もに 、DVD、iPadな のタブ ッ 、 ー フォン を って動 な

を ているか(2 ) (3) 用 度 ( の から ) (4)一 当たりの 用

( ) (5)一日当たりの 用 ( ) (6)保 は子 もと一 に動 を たか

(4 )、(7)保 の子 もの 学 に する (4 )  (8)保 自 の 学

への 味(4 )、(9) の動 を る際の 用 ( の から一つ )、

(10)(9)の で最も 用し すかった 、(11) の動 を る際の ン ン (

可)、(12)(11)の で最も 用し すかった ン ン ( 可)、(13)子 もの

に する 味( 可)、(14)子 もの最も に して 味を示したこと(

可)、(15) に する行動( 可)、(16) の動 を る際の ン ン

( 可)、(17)子 もが を きになったか( の ) (4 )、(18)子 もが

について自 をもっているか( の )、(19)子 もの目 った 化について(自

)、(20)子 もが動 を ることで、保 の 事の が えたか(3 )、(21)(20)

の理 (自 )、(22)動 について、 なこと っていること(自 )、

(23)動 教育について、 への (自 )、(24) 動 資 の取り組

みの 味(2 )、(25)(24)の理 (自 )、(26)これからも動 を けていくか

(2 )、(27)動 の取り組みを する理 (自 ) 

5 目の 調査 目は、(1) の い事の について（ )、(2)子 もに

、DVD、iPad な のタブ ッ 、 ー フォン を って動 な を て

いるか(2 )、(3) 用 度 ( の から )、(4)一 当たりの 用 ( )、

(5)一日当たりの 用 ( )、(6)保 は子 もと一 に動 を たか(4 )、

(7)保 の子 もの 学 に する (4 )、(8)保 自 の 学 への 味
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は 的高い が られたと している。この については、 ・ ・佐藤・

・ ・ ・ ・ (2017)17)は、保育現場での け 活用につながる

ような保育 の の評価 について したとこ 、 実 活と した力の 、

性があり 行 できる の 進、 一人ではなく大人 と しめる共同・

同性、 上 を評価 と定めたことを している。 

教育現場におけるICT を用いた ー は高まっていないが、保 への ー

は 的あることが されることから、 における 教育を、タブ ッ を

用い行う方 が い事に わる方 として考えられる。 

・知 (2015)18)は、 の世界では に国 がなく、 は最も く われて

いる であるので、 で作られているものであれば、す て教材となる可能性を め

ていると っても ではないこと タブ ッ の と ・ と を組み わ る

ことができるという特徴により、 では しかった と の結 つきの 化の 進

が まれる か、学 が、 するまで個別に り して、 を に確かめるこ

とができ、 が 味の理 を支 する、という 成が共通して られると説明している。 

藤(2017)19)は、 える 学力を に付けるためには、 況のなかの 味を理 するこ

とが大 で、 を 用することが であり、特に「一定の 況を目で ながら、

化する を で き、同 に発 を口で行う」ことができるものを用いることが められ

ると ている。 

よって、 の 況 教育方針に った、デ タルデ の 用により、 教育

を において行うことで、小学 における 活動が まる前に、 に れたことが

あるという自 に がるのではないかと考えた。 

 

．研究の目的 

 本研究は、 において、 、DVD ー ー、 ー フォン、iPad、

ンな を活用した 教育を行うことにより、 少 より 的に に れ し こと

で 果が れるかを調査、考 することで、 における 学 について提 すること

を目的としている。 

 

． と方  

（１）調査 について 

研究 は、岡崎市にある A に する 5 をもつ 21人であった。A

は、 の 業の で、 ィブ・ ング ッ ・ ーカーによる 活動の

がクラ 、 に 1 つ確保されており、 に通う が 1 に 1度は の

ィブ ーカーによる 業に れる 会をもっている。また、年 を とした、同

ィブによる課外 業が、 に 2 活動の が確保されており、 すれば

加ができることとなっている。 

研究 は、5 で上 した課外活動 その他 教 な に通っていない 9

人と、課外活動 その他 教 な に通っている 12人であった。 

  

（２）研究方 について 

A に通う年 の保 を とし、調査 力に かる同 を た。調査の目的

調査方 、調査を行うにあたって、子 もへの 教育方 についての説明について
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(4 )、(9) の動 を る際の 用 ( の から一つ )、(10)(9)の で

最も 用し すかった 、(11) の動 を る際の ン ン ( 可)、

(12)(11)の で最も 用し すかった ン ン ( 可)、(13)子 もの に す

る 味( 可)、(14)子 もの最も に して 味を示したこと( 可)、

(15) に する行動( 可)、(16) の ン ン を ぶ際に最も している

こと( 可)、(17) の ン ン を ぶ際に、子 もが最も していること

( 可)、(18)子 もが を きになったか( の ) (4 )、(19)子 もが

について自 をもっているか( の )、(20)子 もの目 った 化について(自

)、(21)子 もが動 を ることで、保 の 事の が えたか(3 )、(22)(21)

の理 (自 )、(23) の保 の が実現したか(4 )、(24)(23)の理 、

(25) 動 の取り組みの 味(2 )、(26)(25)の理 (自 )、(27)これから

も で動 を けていくか(4 )、(28)(27)の理 (自 )、(29) 的な

 (自 )であった。 

 

．結果と考  

（１）デ タルデ の 用 度 用 、 用 、 用 ン ン 、動 の

際の ポ ン 、保 の子 もの 学 への 、保 自 の 学 への

について 

 デ タルデ の 用 度については、２ 目から 目を すると、「 日 用

していた」が 64.3%、「 に 度」が 31.0%、「 １ 度」が 3.6%、「 に１ 度」が

1.2%であった。 １ 目の事前調査では、「 日 用していた」が 85.0%、「 に 度」

が 15.0%であった。デ タルデ の一 当たりの 用 について、２ 目から

を すると、41分 度、一日当たりの 用 については、1 21分 度であった。

１ 目の事前調査では、一 当たりの 用 が 1 21 分 、一日当たりの

用 が 1 59 分 であった。この取り組みにより、 が減ったのは 外

であった。ある 度目的をもってデ タルデ を 用したことが 用 の減少に

がった可能性があると する。 

 用した （ 可）については、２ 目から 目を すると、

(76.2%)、iPad な のタブ ッ （35.7%）、 ー フォン(28.6%)、DVD(23.8%)、そ

の他(4.8%)であった。また、 用した の で最も 用し すかったもの（２ 目から

目の ）は、 (60.7%)、iPad な のタブ ッ (21.4%)、DVD(9.5%)、

ー フォン(6.0%)、その他(2.4%)であった。その他の内 としては、 の 、

NETFLIX が られた。 用 については、 3 が ー フォンを 用していたが、

「 用し い」という では、6.0%と い評価であった。一方で、 の 用 が高

かった。 

用 ン ン （ 可）については、２ 目から 目を すると、

組(63.1%)、YouTube Kids(52.4%)、YouTube(32.1%)、DVD(28.6%)、 の (9.5%)、そ

の他(8.3%)であった。最も 用し すかった ン ン （２ 目から 目の ）は、

組(39.3%)、YouTube Kids(25.0%)、DVD(13.1%)、YouTube(11.9%)、その他(7.1%)、

の (3.6%)であった。その他の内 としては、 ッ フ ック 、 ンが

られた。 用 ン ン については、 組が最も 用され、最も 用し かった

という評価を た。YouTube YouTube Kidsも 用されていたものの、 目(21)の自
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には、「 の な は、 で きて できていないように う。本人

が うには、 を っているか、分からないので、 くないとの事。「 であそ 」

のように、少し日本 で説明な があると して ている。」「YouTube kidsを ってい

ると、自分で きな動 に えてしまい、 ン ールが です。」と、タブ ッ

ー フォンを 用するよりも の方が子 もの を ン ールし いと

いう が られた。 

 目のみで いた、「 から た、子 もの動 の際の ポ ン 」について

は、85.7%が「動 の内 」、9.5%が「 きな の DVD」、9.5%が「 がす て でいる」

であった。 する動 を する が であるという人は少なく、子 もの に

より、 する動 を していたことが明らかとなった。 

 保 の子 もの 学 への について、２ 目から 目を すると、とても

あるが25.0%、まああるが66.7%、あまりないが6.0%、ないが0.0%と、 定的な が90%

上であった。また、保 の保 自 の 学 への について、２ 目から

目を すると、とてもあるが 11.9%、まああるが 60.7%、あまりないが 27.4%、ないが

0.0%と、 定的な が 70% 上であった。 

 

（２）子 もの に する 味と、 に する行動 について 

 子 もの に する 味（ 可）について、２ 目から 目の は、「

の 」が 64.3%、「 の が」10.7%、「 の 組」が 46.4%、「 の

」が 61.9%、「 の 本」が 1.2%、「 のおもち 」が 10.7%、「外国について」0.0%、

「その他」が 9.5%であった。その他の内 は、「 外の YouTube 動 」「 ーム実況」「

の 」「 の ーム」「 のク 」「外国の方が っている子 も けの動 」

であった。２ 目から 目にかけて大きな 化は られなかった。 

子 もが最も 味を示す について、「 の 」が 46.4%、「 の 」が

34.5%、「 の 組」が 7.1%、「その他」が 7.1%、「 のおもち 」が 4.8%、「

の が」0.0%、「 の 本」が 0.0%、「外国について」0.0%であった。その他の内

は、「 外の Youtuber の動 」「 ーム実況」「外国の方が っている子 も けの動 」

であった。２ 目から 目にかけて られた大きな 化としては、「 の 」が、

２ 目が 28.6%、 目が 33.3%、 目が 38.1%、 目が 38.1%へと 加が られた。

（１）で た「 から た、子 もの動 の際の ポ ン 」について、「動

の内 」であった。よって、子 もが自分で動 を する際に、「 の 」を、

を るにつれ、 していった可能性が される。 

 「今までにお子 は、 に して のような行動を自分からとったことがありました

か （ 可）」については、２ 目から 目の は、「 で う」が 72.6%、

「 で を発する」が 65.5%、「 に てくる の フを発する」が

35.7%、 の 本を する」が 0.0%、「その他」が 13.1%であった。その他の内 は、

「 ンでタ ングをする」「 の を て「 」「 」な く」「 が

分かる」「 の ク を す」「 の ッ ン っこをする」「 ルフ ッ を

みつけて 」「 な 」「 のあてっこク 、 の 業 っこ」「子

もが し で られる」「 ー で自分の 前を く」「特になし」であった。 

 ２ 目から 目にかけて 化した 目は、「 に てくる の フを

発する」であり、２ 目が 4.8%、 目が 38.1%、 目が 47.6%、 目が 52.4%と、
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(4 )、(9) の動 を る際の 用 ( の から一つ )、(10)(9)の で

最も 用し すかった 、(11) の動 を る際の ン ン ( 可)、

(12)(11)の で最も 用し すかった ン ン ( 可)、(13)子 もの に す

る 味( 可)、(14)子 もの最も に して 味を示したこと( 可)、

(15) に する行動( 可)、(16) の ン ン を ぶ際に最も している

こと( 可)、(17) の ン ン を ぶ際に、子 もが最も していること

( 可)、(18)子 もが を きになったか( の ) (4 )、(19)子 もが

について自 をもっているか( の )、(20)子 もの目 った 化について(自

)、(21)子 もが動 を ることで、保 の 事の が えたか(3 )、(22)(21)

の理 (自 )、(23) の保 の が実現したか(4 )、(24)(23)の理 、

(25) 動 の取り組みの 味(2 )、(26)(25)の理 (自 )、(27)これから

も で動 を けていくか(4 )、(28)(27)の理 (自 )、(29) 的な

 (自 )であった。 

 

．結果と考  

（１）デ タルデ の 用 度 用 、 用 、 用 ン ン 、動 の

際の ポ ン 、保 の子 もの 学 への 、保 自 の 学 への

について 

 デ タルデ の 用 度については、２ 目から 目を すると、「 日 用

していた」が 64.3%、「 に 度」が 31.0%、「 １ 度」が 3.6%、「 に１ 度」が

1.2%であった。 １ 目の事前調査では、「 日 用していた」が 85.0%、「 に 度」

が 15.0%であった。デ タルデ の一 当たりの 用 について、２ 目から

を すると、41分 度、一日当たりの 用 については、1 21分 度であった。

１ 目の事前調査では、一 当たりの 用 が 1 21 分 、一日当たりの

用 が 1 59 分 であった。この取り組みにより、 が減ったのは 外

であった。ある 度目的をもってデ タルデ を 用したことが 用 の減少に

がった可能性があると する。 

 用した （ 可）については、２ 目から 目を すると、

(76.2%)、iPad な のタブ ッ （35.7%）、 ー フォン(28.6%)、DVD(23.8%)、そ

の他(4.8%)であった。また、 用した の で最も 用し すかったもの（２ 目から

目の ）は、 (60.7%)、iPad な のタブ ッ (21.4%)、DVD(9.5%)、

ー フォン(6.0%)、その他(2.4%)であった。その他の内 としては、 の 、

NETFLIX が られた。 用 については、 3 が ー フォンを 用していたが、

「 用し い」という では、6.0%と い評価であった。一方で、 の 用 が高

かった。 

用 ン ン （ 可）については、２ 目から 目を すると、

組(63.1%)、YouTube Kids(52.4%)、YouTube(32.1%)、DVD(28.6%)、 の (9.5%)、そ

の他(8.3%)であった。最も 用し すかった ン ン （２ 目から 目の ）は、

組(39.3%)、YouTube Kids(25.0%)、DVD(13.1%)、YouTube(11.9%)、その他(7.1%)、

の (3.6%)であった。その他の内 としては、 ッ フ ック 、 ンが

られた。 用 ン ン については、 組が最も 用され、最も 用し かった

という評価を た。YouTube YouTube Kidsも 用されていたものの、 目(21)の自
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に上 した。上 において、「 の 」を する が え、それらを

で 的に することにより、 ン ッ がなされ、その ッ として自 に

の フを自ら発することに がったのではないかと する。 

 

（ ）子 もの きの 化およ 、子 もの自 の 化について 

 目(16)「保 から て、お子 は、 の動 を るようになり、 が

きになったように えますか 」については、２ 目 において、 定的な (あま

りそう わない、そう わない)が 33.4%(２ 目)、23.8%( 目)、23.8%( 目)、

19.0%( 目)と、 に減少した。 

目(17)「保 から て、お子 は、 の動 を るようになり、 につ

いて自 がもてるように えますか 」の結果は、 定的な (あまりそう わない、そ

う わない)が２ 目(52.4%)、 目(52.4%)、 目(42.9%)、 目(33.3%)と減少した。 

 動 を「 子で一 に た」人 は、２ 目が18人、 目が 15人、 目が 13人、

目が 13 人と少し つ減少をしていった。 子で一 に た と なかった に分け、 

２ 目から 目の を したとこ 、「 が きになったように える」につい

て、一 に た は、「とてもそう う」が 17.1%、「まあそう う」が 63.2%、「あまりそ

う わない」が 19.6%、「そう わない」が 0%、一 に なかった では、「とてもそう

う」が 9.4%、「まあそう う」が 50.0%、「あまりそう わない」が 32.3%、「そう わない」

が 8.3%となった。「 について自 がもてるように えるか」については、一 に た

は、「とてもそう う」が 12.7%、「まあそう う」が 45.5%、「あまりそう わない」が

41.8%、「そう わない」が 0.0%、一 に なかった では、「とてもそう う」が 3.1%、

「まあそう う」が 37.5%、「あまりそう わない」が 47.9%、「そう わない」が 11.5%と

なり、 ちらの結果も一 に た の方が 定的な が高い結果となった。 藤

(2017)20)も 子一 に 活動を行った方が いと ており、 の が子 もの結果

を すると考えられる。 

今 の調査では、 加 が の学 で に 1 、 ィブの教 により、

活動を行っている。21 人の 加 には、 における の課外 業 外での

の い事を行っている もおり、 1 の 活動のみを行っているグルー (9 )

と、課外活動 を行っているグルー (12 )に分け、グルー に差があるかについて

２ 目から 目の を したとこ 、「 が きになったように える」につい

て、 っていない は、「とてもそう う」が 0.0%、「まあそう う」が 63.9%、「あまり

そう わない」が 36.1%、「そう わない」が 0.0%、 っている では、「とてもそう う」

が 27.1%、「まあそう う」が 56.3%、「あまりそう わない」が 14.6%、「そう わない」

が 2.1%となった。「 について自 がもてるように えるか」については、 っていな

い は、「とてもそう う」が 2.8%、「まあそう う」が 36.1%、「あまりそう わない」

が 58.3%、「そう わない」が 0.0%、 っている では、「とてもそう う」が 16.7%、「ま

あそう う」が 47.9%、「あまりそう わない」が 31.3%、「そう わない」が 4.2%となり、

ちらの結果も っているが 定的な が高い結果となった。 

先行研究(１)で た通り、 でデ タルデ を 用して 学 をすることで、

い事の わりになることを したが、より く い事を行っている方が 果が高まっ

ていることが 明した。これは、 の能力の 上には、 ン ッ と ッ が必

要であるが、 っている では、 でデ タルデ を 用しながら ン ッ した
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ものを、より く外で ッ する 会を ていると考えられ、それが自 へと が

ったと される。 

 

．まとめと今 の課題 

本研究は、 においてデ タル を 用し、 して 学 を行うことで、子

もが に する 味 しみをもつ の 果について調査、考 することにより、

における 学 について提 することを目的としていた。 めた当 、 は

が ると していたが、 が5 目を えることとなった。自 には、「1カ

もすると、 を「 ー ンで る 」と って、（ 略） で いてあ

る を て「 て いてあるの 」と、 いてくれたり、（ 略） の を話そうと

する が られるようになった。」「（ 略）一 に を ったり、特に も教えてなくて

も自 と発 ができていたり、大きな 化はなくとも少し つ に れてくれているよ

うで、成 を じた。 子で一 に しながら、 を ったりすることが しい で

もあり、 である自分も が に じることができた。」「動 を る けなので、

も も ったりする必要がなく、 に けることができた。 より、子 もが

への 味 が高まったように じる。これからも けていこうと う。」「子 もも も

に取り組み、子 もも に しての が減ってきたように じる。」「 が教

えられない ィブな発 子 も自 が しい（ 略）と いながら に れられ

たことはよい ったと う。」 、 子共に しめたこと に取り組めたこと、

少し つ が子 もの ッ を で ることができたこと の が された。 

 （ ）で た通り、子 も は に「 が き」「 に自 をもつ」ようにな

り、 子で一 に ていたり、より く外で ッ する 会を ていたりする 、

果が高まったことが明らかとなった。 

 目(19)「動 を ることで、保 が 事な をすることができる が え

ましたか」の２ 目から 目の では、「 えた」が 41.7%、「 化なし」が 58.3%、

「減った」が 0.0%であった。 事の が える場 、 いていたり、子 もが かっ

たりと、特に しい を とすることも考えられる。上 の通り、デ タルデ

を 用した 学 は一定の 果を られることが考えられることから、今 の課題とし

て、 い事に行か たくても行か ることのできない 況にある に を ること、

また、 に 活動を行っている ではなく、 活動を行っていない 保育 な

に を ることで、より 会的 義のある調査を行っていきたいと考える。 
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 本研究に 力 きました、A の に より を し上 ます。 
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